
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〖 〗 
☆しゅりけん☆ 

①せいほうけいのおりがみをはんぶんにおる。 

②おりせんで、はんぶんにきる。 

（しゃしんの、ぴんくてんせんのうえ） 

 

【１】 

【２】 ①きったおりがみをはんぶんにおり、ちょうほうけい

にする。 

（しゃしんの、ぴんくてんせんのうえ） 

※わかりやすいようにいろが２しゅるいになってい

ますが１枚のおりがみでつくれます。 

もちろんいろをかえても◎！！ 

【３】 ①つぎはよこむきではんぶんにおる。 

 

(おったあと→) 

【５】 
①もういっぽうの【３】も【４】の①のようにひらく。 

②こんどはしゃしんみぎがわをおりせんにそってうえに 

おる。 

(〇でかっこってあるようにおる) 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６】 
①【４】のおりがみのこんどはひだりがわをうえにおる。 

(〇でかっこってあるようにおる) 

 

【７】 
①【５】でおったおりがみのひだりがわをこんどはおり

せんにそってしたにおる。 

(〇でかっこってあるようにおる) 

【８】 
①【６】をうらがえしにする。 

②○のようにうえのせいほうけいのぶぶんをみぎうえ

からひだりしたへさんかくにおる。 

【９】 
①【７】をうらがえしにする。 

 ※【８】とはむきがちがうのできをつける。 

②○のようにひだりうえからひだりしたへおりがみを

さんかくにおる。 

【10】 
①【８】のした、せいほうけいをひだりしたからみぎ

うえへさんかくにおる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

【11】 ①【９】のした、せいほうけいをみぎしたからひだり

うえへさんかくにおる。 

※【７】とはむきがちがうのできをつける。 

【12】 

①【11】でつくった(ここではみどり)おりがみをうらがえし、ひだりがわによこむきに

して【10】のおりがみのうえ、まんなかへのせる。 

 →いちばんみぎのしゃしんのように。 

 
【13】 

(←おりこんだあとのしゃしん) 

①〇のところにきいろの

やじるしでしめしたさ

んかっけいのはじのぶ

ぶんをいれこむ。 

 

【14】 
①【13】をはんてんさせ、

〇のところにきいろの

やじるしでしめしたさ

んかっけいのはじを

【13】とおなじように

おりこむ。 

 
【15】 

① 【14】を【15】のひだりがわしゃしんのようにうらがえし、〇のなかにきいろのやじ

るしでしめしたかどを、まんなかのしゃしんの〇ようにおりこむ。 

 



 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【16】 

① 【15】をはんてんさせ、さいごいっかしょのはじ(ここではみどりのおりがみ)をもう

いっぽうのおりがみちゅうおう(ここではきいろのおりがみ)のすきまにいれこんだら

かんせい！ 

(←かんせいしゃしん) 

☆あそびかた☆ 

50 

50 

100 
10 

1． ・てんすうをきめたかみやまとなどをおいてし

ゅりけんをなげる。 

・すうかいおこないてんすうのるいけいをきそ

いあうげーむ 

2． ・さまざまなかたちにおったおりがみをだいやつくえのうえにおく。 

・しゅりけんをなげたおしていく 

・ぼーりんぐにようにしたり、てんすうをきめてきそったりといろいろなあそびをおうようし、 

 あそぶことができる。 


